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Ⅰ 県立病院事業 

 

県立病院事業は、県民の健康保持のため、その多様な要望に応える医療を提供するとともに、県

内の医療水準の向上という目標に向け、県の基幹病院として、また地域の中核病院として期待され

ている役割を果たすべく鋭意運営に努めています。 

今回は、令和４年10月１日から令和５年３月31日までの令和４年度下半期における県立病院事

業の概況、予算、経理の状況及び令和５年度の予算の状況などについてお知らせします。 

 

１ 事業の概況 
 

今期の県立病院の利用状況は第１表のとおりであり、前年度同期に比較すると入院患者では

10,270人の減、外来患者では6,807人の減となっています。 

 

第１表 令和４年度下半期患者利用状況 

 
 

２ 経理の状況 
 

令和４年度における収入及び支出の状況は第２表のとおりです。 

 

第２表 令和４年度病院事業会計経理状況 

 

(単位:人）

中 央 病 院 丸 亀 病 院 白 鳥 病 院 計

入 院 患 者 数 66,093 15,923 15,714 97,730 108,000 △ 10,270

外 来 患 者 数 115,415 15,077 35,529 166,021 172,828 △ 6,807

計 181,508 31,000 51,243 263,751 280,828 △ 17,077

前年度

同　期
差引増減区 分

病　　院　　別

(1) 収益的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分 比率Ｂ／Ａ

29,526,379 29,987,177 101.6

医 業 収 益 22,133,985 22,407,744 101.2

医 業 外 収 益 7,390,361 7,576,614 102.5

特 別 利 益 2,033 2,819 138.7

29,390,040 28,832,090 98.1

医 業 費 用 28,374,032 27,831,821 98.1

医 業 外 費 用 1,001,829 991,314 99.0

特 別 損 失 14,179 8,955 63.2

予   算   額   Ａ 執行（見込）額Ｂ科 目

収
　

　
入

支
　

　
出

病 院 事 業 収 益

病 院 事 業 費 用
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３ 予算の状況 

 

令和５年度当初予算の概要 

（1） 患者見込数 

年間患者数は、入院220,738人、外来341,015人、合計561,753人（対前年度比0.8％減）で、

１日平均にすると、入院603人、外来1,404人、計2,007人の見込みです。 

（2） 収益的収入及び支出 

事業収益の予算は、283 億 8,675 万円（対前年度比 2.2％減）、事業費用の予算は、298 億 3,569

万円（対前年度比2.1％増）で、本年度における収益的収支は14億4,894万円の赤字となっていま

す。 

（3） 資本的収入及び支出 

医療の質や安全性の向上、業務の効率化を図るため、中央病院においてＭＲ装置システム等を、

丸亀病院において全身用Ｘ線ＣＴ診断装置等を、白鳥病院において病院情報システム等を整備する

など、建設改良費として12億4,861万円を計上しています。 

 

(2) 資本的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分 比率Ｂ／Ａ

1,677,627 1,639,560 97.7

企 業 債 749,000 711,000 94.9

出 資 金 191 163 85.3

他会計から の長 期借 入金 44,104 43,742 99.2

補 助 金 129,412 129,735 100.2

負 担 金 754,920 754,920 100.0

2,446,546 2,382,997 97.4

建 設 改 良 費 930,536 867,073 93.2

企 業 債 償 還 金 1,436,975 1,436,975 100.0

他会計からの長期借入金返還金 78,950 78,949 100.0

国 庫 補 助 金 返 還 金 85 0 皆減

収
　

　
入

予   算   額   Ａ 執行（見込）額Ｂ

支
　

　
出

資 本 的 支 出

科 目

資 本 的 収 入
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第３表 令和５年度県立病院事業会計予算 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1) 収益的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分
令 和 ５ 年 度

当 初 予 算 額
Ａ

令 和 ４ 年 度

当 初 予 算 額
Ｂ

増 減 額

（Ａ－Ｂ）Ｃ

増 減 率

Ｃ ／ Ｂ

28,386,751 29,037,911 △ 651,160 △ 2.2

医 業 収 益 23,684,660 23,384,201 300,459 1.3

医 業 外 収 益 4,692,182 5,653,709 △ 961,527 △ 17.0

特 別 利 益 9,909 1 9,908 990,800.0

29,835,685 29,211,863 623,822 2.1

医 業 費 用 28,820,743 28,170,500 650,243 2.3

医 業 外 費 用 993,861 1,028,390 △ 34,529 △ 3.4

特 別 損 失 21,081 12,973 8,108 62.5

病 院 事 業 収 益

病 院 事 業 費 用

科 目

収

入

支

出

(2) 資本的収入及び支出 （単位：千円、％）

区分
令 和 ５ 年 度

当 初 予 算 額

Ａ

令 和 ４ 年 度

当 初 予 算 額

Ｂ

増 減 額

（Ａ－Ｂ）Ｃ

増 減 率

Ｃ ／ Ｂ

1,992,352 1,782,338 210,014 11.8

企 業 債 1,048,000 867,000 181,000 20.9

出 資 金 0 758 △ 758 皆減

他 会 計 か ら の 長 期 借 入 金 71,927 44,840 27,087 60.4

補 助 金 121,090 108,557 12,533 11.5

負 担 金 751,335 761,183 △ 9,848 △ 1.3

2,757,500 2,556,942 200,558 7.8

建 設 改 良 費 1,248,605 1,028,984 219,621 21.3

企 業 債 償 還 金 1,438,445 1,442,262 △ 3,817 △ 0.3

他会計からの長期借入金返還金 70,450 85,696 △ 15,246 △ 17.8

資 本 的 支 出

科 目

資 本 的 収 入

支

出

収

入
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４ 経営健全化に向けての取組み 

 
県立病院の経営は、人口減少、少子高齢化の進展による医療需要の変化のほか、国の医療費抑制

や働き方改革の推進、さらには新型コロナウイルス感染症等の新たな感染症の影響など、医療を取

り巻く環境が大きく変化していく状況においても、常に企業の経済性を発揮するとともに、その本

来の目的である公共の福祉を増進し、安定した経営の下で良質な医療を継続して提供することが求

められています。 

そのため、３つの県立病院の現状を分析し、それぞれの病院が抱える課題を整理した上で、令和

３年度からの５年間を目標期間とする新たな中期経営目標（第４次中期経営目標）を策定し、各県

立病院の医療機能の充実と経営基盤の強化に計画的に取り組んでいます。 

令和５年度の主な取組みは、次のとおりです。 

 

（１）良質な医療サービスの提供 

   地域の医療機関等との地域の医療機関等との適切な役割分担の下、医療機能の充実・強化を

着実に進めるとともに、医療の安全の確保、質の向上を図ります。また、患者中心の医療を推

進するとともに、県立病院が有する知識や経験を地域の医療機関等に還元することで地域医療

の充実に取り組みます。 

   ・医療の質や安全性の向上を図るため、各病院の機能や特性に応じた医療器械の整備等 

 

（２）医療人材の確保・育成 

   勤務環境の改善や研修の充実などにより、優秀な医療従事者の確保・育成に努めます。 

   

（３）感染症・災害等への対応力の強化 

   感染症の拡大時における迅速かつ機動的な対応、大規模災害の発生時における継続的な医療

提供体制の確保など、県立病院の危機対応力の強化に努めます。 

 

（４）安定的な病院経営の確立 

経営力を強化するとともに、収益の確保、費用の適正化に取り組み、資金収支の改善を図り

ます。 

・外部専門家で構成する経営評価委員会の開催などによる経営力の強化 

・診療報酬制度への戦略的取組などによる収益の確保と、材料費の節減などによる費用の適

正化 

 

 
 


